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本日は再度ゲストスピーカーに、かながわ経済新聞 

合同会社の千葉龍太さんにお越し頂いております。 

ご自分で取材し書かれているものなので、ニュース 
ソースがしっかりしていますし、彼を通して新聞の 

中の方と会う事も可能です。詳しくはこの後の卓話 

をお聴き下さい。 

 

 

先週の卓話でお越し頂いた斎藤美瑛さんから、お礼状 

が届いておりますので回覧致します。 

 

 

 ガバナー事務所より  

地区指導育成セミナーでの質問アンケートの件についてお知らせが配信されております。 

締切：9 末迄にガバナー事務所宛 

 例会変更のお知らせが届いております。 

秦野中 RC 10 月 14 日(金) → 10 月 15 日・16 日地区大会へ振替 

10 月 21 日(金) → 第 2,000 回記念例会 （点鐘：18:00） 

場所 グランドホテル神奈中秦野 ９階 

秦野名水 RC 10 月 13 日(木)  → 休会 

10 月 20 日(木)  → 10 月 16 日(日) 地区大会に振り替え 

 訃報のお知らせが届いております。 

秦野中 RC 蒲山哲司会員のご尊父 蒲山芳伸様が 9 月 18 日逝去されました。 

通夜 9 月 21 日(水) 18:00～  告別式 9 月 22 日(木) 10:00～   場所 平塚斎場 

 県指定特定非営利活動法人 地域福祉を考える会よりお知らせが届いております。 

 道灌まつり 3RC 合同キャンペーン 

日時： 10月 2 日(日)  理事・役員 9:00  会員 9:30 集合 

場所： 居酒屋「わん」前 

10:00 開会式 10:30 街頭キャンペーン 12:00 こみや 合同例会 13:00 閉会 
 地区大会 10 月 15 日(土)・16 日(日) 

16 日(日) 午前中から参加の方 伊勢原北口市営駐車場前にてバス待機 8:30 集合 

    本会議からの方     伊勢原北口市営駐車場前にてバス待機 11:00 集合(車中にてお弁当配付) 

 

スマイル報告 貝原 剛規 スマイル副委員長  

9 /28 第2460回 卓話：加藤桂君(新会員) 

10 /2 第2461回 
道灌まつり・ロータリーデイ 

3RC 合同例会 

10/5 第2461回 道灌まつり振替休会 

10/12 第2461回 卓話：ジョルダヤコヴァ・サウレ 

10/15.16 第2462回 地区大会 

村上 一秋君 千葉さんようこそお越し下さいました。卓話頑張って下さい。 

会長挨拶 

幹事報告 

今後の予定 

 

 

 

 

 

お客様 

会長報告 

         村上 一秋会長  
              

          我らの生業 

四つのテスト(佐藤大悟会員) 
 

              井戸川秀治会長エレクト 
 

                千葉 龍太様 

(かながわ経済新聞合同会社) 

           

 
         
          

 
                                           

 

 
     

 

 

  第 2459 回 例会       

 

平成 28 年 9 月 21 日(水)曇り  
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出席報告 外谷 正人 出席副委員長 

 

 
添田 博充 社会奉仕委員長 

奉仕プロジェクト委員会開催 

日時： 9 月 14 日（水） 18:30～  場所： 串仲（伊勢原駅北口） 

仲西 栄治 奉仕プロジェクト委員会統括委員長 

ロータリーデイ用 T シャツについて 

伊勢原道灌まつり【薬物乱用防止＆ポリオ撲滅キャンペーン】用 T シャツ作成.。 

金額 1 枚 1,070 円の所 1,100 円集金。残り 30 円はスマイルに募金致します。T シャツ当日会場にて配布。 

 

卓話  千葉 龍太様 かながわ経済新聞合同会社 

 

かながわ経済新聞合同会社という新聞社を運営しております千葉龍太です。 

「神奈川の中小企業の凄さを世の中に知らしめたい」という思いから起業し、自分の足で取材し一人で記事を書

いています。 

  

まずは簡単に自己紹介を。神奈川県出身、今年で41になりました。子供の頃は体が弱かったため人一倍、「強く

なりたい」と思っていました。高校進学では横浜の学区でも指折りの悪ガキ高校に。「将来は新聞記者になりた

い」との夢も持っていました。高３時に奮起し、1日15時間以上の勉強で偏差値を38→65に伸ばし法政大学。

大学では格闘技に熱中しアマ大会で優勝もしました。就職は浪人を経てテレビ局社員、日刊工業新聞相模支局、

神奈川新聞等を経験。新聞記者は15年やりました。 

 新聞社時代は地元中小企業200社以上を取材して毎日原稿を書き続けました。しかしそこで◎マスコミは暗い

→危機を煽る。◎新聞を開いても大手企業の記事ばかり→中小企業の情報がないなど、新聞社の姿勢に疑問を感

じ独立を決意。 

 

 

田中  徹君 千葉龍太さん本日の卓話よろしくお願い致します。台風が早く去ってくれて良かったです。 

松下  孝君 チバさん本日の卓話よろしくお願いします。 

内田 智久君 千葉さんようこそ！そして…お誕生日おめでとうございました！ 

外谷 正人君 
かながわ新聞 千葉さん、伊勢原ロータリーにようこそおいで下さいました。本日の卓話頑張

って下さい。 

大澤 守門君 千葉さん卓話楽しみにしています！大悟さん 4 つのテストありがとうございます！ 

会員誕生祝い 
山口 知英君→誕生祝いありがとうございます。ジョイが来て 5 日目、ジョイの娘が喘息で入

院してしまいました。我が家は今大変です。早く良くなるのを、祈っています。 

結婚祝い 

萩原 庸嘉君→お誕生日と結婚を皆様で祝って頂き、ありがとうございます。結婚 32 年目に

入ります。その間一度も結婚記念日を忘れた事はありません。なぜなら、私の

誕生日です。 

創立祝い 
田村 貴寿君→創立を祝って頂きありがとうございます。満 48 年となりました。50 周年目指

してガンバリます。 

スマン 萩原 鉄也君→この後、議会広報委員会の為ほんの少し早く退出致します。すみません。 

会員数 出席計算に用いた数 出席者数 出席率（％） 前々回修正出席(％) 事前 MUP 
田中    徹君→伊勢原平成 RC 
小泉隆一郎君→地区職業奉仕委員会 56 53 34 64.15 修正なし 

委員会報告 

おめでとうございます 



 2013年10月にプレ創刊し70部からスタートしました。愛着ある県央地域を舞台に「中小企業による、中小

企業に支えられた、中小企業のための新聞」を作り、おかげさまで2016年1月には購読数1万100部に成長しま

した。 

 「日本一明るい経済新聞」を目指して、明るい記事をメインに載せています。現在は8Pの新聞ですが、今後は

ページ数を増やし、かつ発行部数3万部を目指しています。ページが増えることは、イコール、元気な中小企業が

たくさんあるということになります。神奈川の活性化のために役立つ新聞になればと思って日々取材をかさねて

います。 

 なぜこの時代に新聞なのか？新聞は斜陽産業と言われていますが、うちは右肩上がりです。県内の中小企業を

はじめ、保険会社・人材派遣会社さんなどが、商売につながる情報を入手するために購読してくれます。購読料

は年間7200円（1ヶ月600円）。掲載企業の電話番号が掲載されているので、記事に興味を持った他社からの

オファーなどで起業のマッチングが期待できるのも強みです。紙媒体であることはハードルが高いのですが、ネ

ットは手軽な反面、まちがいがすぐに訂正できる。しかし紙は間違えられない。紙で発行することは記事の信用

につながるので、紙媒体として発行しています。 

 2016年からは県内主要図書館に配置し、学生に読んでもらい地域の中小企業に関心を持ってもらう活動もし

ております。 

  

 この新聞を通じてもっと産業を元気にしたい。新聞を通じて社長さんたちに活力を持ってもらいたい。この新聞

を厚くしていくこと。他県の来訪者が、中小企業情報満載の分厚い新聞を手にした時、「神奈川の経済は元気」と

思ってもらえるような、そんな新聞にしていきたいです。 


